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第2章 ：建物プランの入力－①：敷地・地形面・外壁 
 

この章から、実際にビルの入力を開始します。 

 

 まず敷地図を下敷きに、敷地の境界線と地形面を入力します。地形面は、立面図、3D ビュー、外観パース等に反

映されます。 

 建物の入力に備え、敷地境界線からの壁面後退距離（建物の設置位置）を補助線として入力します。 

 つぎに、外壁の高さを設定するため、2F・3F のレベルを設定します。 

 外壁の入力は、ここではビルの基準階となる 2F 外壁の入力までを行います。まず、おおまかに入力してから、後で正

確な寸法に調整します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11..  ププロロジジェェククトトデデーータタセセッットトのの読読みみ込込みみ  

このテキスト用に設定されたデータセットを開きます。 

 

1. クイック アクセス ツールバーの「開く」をクリックします。 

2. 「探す場所」で、練習用データフォルダを選択し、「ad_project02h.rvt」を選び、＜開く＞ボタン

をクリックします。 

 
 

22..  敷敷地地図図のの読読みみ込込みみ  

このテキストで入力するビルの敷地図を読み込みます。 

 

1. プロジェクト ブラウザの「平面図」の左の＋をクリックし、「設計 GL」をダブルクリックします。

「設計 GL」の文字が太字に強調されます。 
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2. 「挿入」タブの「読み込み」パネルの「CAD を読み込む」を実行します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 「探す場所」で、練習用データフォルダから「site.dwg」ファイルを選択し、左下の「現在のビュー

のみ」をチェック、「読み込み単位」を「ミリメートル」、「配置」を「自動－中心合わせ」に設

定して＜開く＞ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. これから作成するビルの敷地図が表示されます。 
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33..  敷敷地地境境界界線線のの入入力力  

敷地図を下絵として、敷地境界線を入力します。 

 

1. 「マス＆外構」タブの「外構を変更」パネルの「敷地境界線」を実行します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

2. 「敷地境界線を作成」ダイアログボックスが表示されます。「スケッチで作成」を選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 「修正｜敷地境界線のスケッチを作成」コンテキスト タブの「描画」パネルの「選択」をクリック

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

4. 下図のように、敷地境界線を構成している線分をクリックして順に選択していきます。最後の線分

を選択したら、「モード」パネルの「編集モードを終了」をクリックします。 
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カーソルを移動させて Tabキーを押すと近

くにある選択対象要素が切り替わる 

5. 画面上で入力結果を確認します。カーソルを敷地境界線上に移動させると、境界線が選択され「敷

地境界線： プロパティ」と表示されます。敷地境界線が入力できました。 
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① 

② ③ 

④ 

44..  地地形形面面のの入入力力  

つぎに、立面図や 3Dビュー、外観パースに反映させる範囲として、地形面を入力します。 

 

1. 「マス＆外構」タブの「外構を作成」パネルの「地形面」を実行し、「修正｜地形面を編集」コン

テキスト タブの「ツール」パネルの「点を配置」がオンになっていることを確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

2. マウスの右ボタンをクリックし、ショートカットメニューの「全体表示」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 敷地図の左上の端点（頂点）にカーソルを移動し、端点が選ばれた表示になったら①の端点をクリッ

クします。順番に残り 3 つの端点をクリックします。（②～④）3 つ目の端点を選択した状態で斜

線が表示されますが、ここでは無視して 4 つめの端点選択まで進みます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 最後の端点をクリックしたら、「サーフェス」パネルの「地形面を終了」をクリックします。 
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「site.dwg」を前景に修正します。 

 

5. 地形面のエッジのところにカーソルを合わせて Tab キーを押して循環選択し、「site.dwg」と表示

されたらクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6. オプションバーの「修正｜site.dwg」を「前景」に設定します。 

 
 
 
 

7. 画面上で入力結果を確認します。右クリックし、ショートカットメニューの「全体表示」をクリッ

クします。カーソルを地形面の外周線に移動させます。線が強調表示され「地形：サーフェス」と

表示されます。これで、地形面が入力できました。 
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第3章  

建物プランの入力－② 

 間仕切り壁・床・バルコニー 
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第3章 ：建物プランの入力－②：間仕切り壁・床・バルコニー 
 

この章では、ビルの入力の続きを行います。 

 

 設計図に必要な「通芯」を入力します。 

 柱、間仕切り壁を入力し、細部の調整を行います。 

 壁を曲面に変更します。 

 床とバルコニーを入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11..  ププロロジジェェククトトデデーータタセセッットトのの読読みみ込込みみ  

このテキスト用に設定されたデータセットを開きます。 

 

1. クイック アクセス ツールバーの「開く」をクリックします。 

 

2. 「探す場所」で、練習用データフォルダを選択し、「ad_project03h.rvt」を選び、＜開く＞ボタンをク

リックします。レベル 2（基準階）の外壁の入力済みの画面が開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このテキストでは、まず基準階

（レベル 2）を完成させます。 

その後、基準階を元に上の階層

をコピーしていきます。 
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通芯の終点 

 
 
 

 

 

 

通芯の始点 

 
 
 

始点 

終点 

22..  通通芯芯のの入入力力  

設計の補助、および図面でのコミュニケーションの基準となる「通芯」を入力します。 

 

1. 「ホーム」タブの「データム」パネルの「通芯」を実行します。 

 

2. カーソルを西側（左下）の参照面補助線（壁の中心線）の真下に持って

いき、強調表示された位置でクリックします。 

 

3. つぎに、最初の点から垂直に上にカーソルを移動させ、北側の空いているスペースでクリックしま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 丸い円の中に「1」と表示された通芯が生成されます。 

5. つぎに、右図を参考にしながら、東側の壁の手前までカーソルを移動します。（正確な位置は後で

調整します。）最初の通芯の始点と水平の位置にガイドが出ます。そこでクリックします。 

 

6. 終点は、カーソルを垂直に上に移動させ、水平の

ガイドラインが出たところでクリックします。「2」

の通芯が生成されます。 
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7. 同様に、東側の壁の中心線の真下（壁芯の線が強調表示に変わる位置）を始点として、「3」の通芯

を入力します。 

8. つぎに、南西側の内側の壁の中心の真上に始点を入れ、南（下）にカーソルを移動してクリックし

ます。「4」の通芯が生成されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9. 生成された通芯の「4」という数字を「1'」に変更するため、「4」という数字をクリックします。

入力が可能なモードに切り替わります。キーボードから「1'」を入力し、Enter キーを押します。通

芯の番号が変わります。 
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10. つぎに、南の壁の中心にあわせて、水平方向の通芯を入れます。壁の西側（左側）に始点を入れ、

東側（右側）に終点を入力します。「5」という表示がでますので、これを「A」に変更します。 

 

11. 同様に、下の図のように、建物のほぼ中心を横切る位置で、始点と終点を入力します。（正確な位

置は後で調整します。）記号は自動的にひとつ前の記号を参照して、「B」と表示されます。 

 

12. 北側の壁にも、同様に始点と終点を入力し、「C」の通芯を生成します。 
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